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数個から百個程度の金原子からなる金クラスターは、その離散的な電子構造と非最密充填

構造に起因した特異的な物性を示すことから、新規機能性材料の構成単位として注目され

ている。化学合成法・単結晶 X 線構造解析・理論計算の最近の進展により、配位子で保護

された金クラスターが、原子に類似した電子殻構造を持つことが明らかになった。例えば、

正二十面体構造の Au13クラスターは、希ガスと同様の閉殻電子配置(1S)2(1P)6 を取ることで

特異的な安定性を示す。我々は、配位子保護金クラスターを「化学修飾された金超原子」[1]

と見なし、その基礎特性と多彩な構造因子（構成原子の数・組成・形状・表面修飾など）

との相関を明らかにすることで[2, 3]、ナノスケールの人工元素として体系化することを目

指している。本講演では、以下の内容について最近の進展を紹介する。 

(1) 配位子保護金超原子[4–10]、ポリマー保護金超原子[11, 12]、担持金超原子[13]の原子精

度合成と構造・特性評価 

(2) 超原子の融合による擬似分子（超原子分子）の合成と結合様式 [14–16] 
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